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斬
入
会
ご
希
望
の
方
へ

　
史
学
研
究
会
に
入
会
し
、
会
誌
「
史
林
」
定
期

購
読
を
御
希
望
の
方
は
、
住
所
（
史
林
送
先
）
、

氏
名
・
専
攻
お
よ
び
送
本
閣
始
希
望
七
号
を
明
記

の
上
、
会
費
（
一
年
六
冊
一
、
五
〇
〇
円
）
を
添

え
て
、
瞳
接
当
会
宛
お
申
込
下
さ
い
。
　
（
史
林
は
、

一
般
市
販
は
致
し
て
お
り
ま
せ
ん
）
な
お
学
校
・

図
書
館
書
誌
機
関
は
、
会
費
後
払
で
結
構
で
す
。

断
定
の
書
類
を
作
成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
ご
入
会

の
際
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
併
せ
て
お
申
込
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。
ご
送
金
は
な
る
べ
く
振
替

口
座
（
京
都
五
一
五
五
番
史
学
研
究
会
）
を
ご
利

用
下
さ
い
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史
林
」
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
ふ
る
っ

て
ご
寄
一
下
さ
い
。

◇
資
格
　
本
会
々
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
研
究
論
文
　
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
五
〇
枚

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
右
同

　
　
　
以
上
に
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四
百
字
以
内
の
要
約
と
、
英
文

　
　
　
要
約
（
又
は
翻
訳
用
要
約
）
添
付
の
こ
と

　
○
資
料
紹
介
　
随
意

　
○
学
界
動
向
　
四
百
字
詰
三
〇
枚
以
内

○
批
判
と
反
霧
右
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○
書
評
　
四
百
字
諮
二
五
枚
以
内

　
○
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喜
宇
詰
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◇
送
先
　
「
史
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」
編
集
委
員
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◇
な
お
「
史
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」
の
論
文
掲
載
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は
、
い
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ゆ
る
巻
頭
論
文
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を
操
謁
せ
ず
、
日
本
史
・
棄

　
洋
史
・
西
洋
史
・
地
理
学
・
考
古
学
の
順
序
、

　
各
専
攻
の
中
で
は
時
代
順
、
地
域
順
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。
葡
も
っ
て
ご
了
承
お
願
い
い
た
し
ま

　
す
。

委
劃
会
だ
よ
り

◇
六
月
半
ば
ま
で
の
カ
ラ
梅
雨
が
、
一
転
し
て
豪

　
雨
の
梅
雨
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
酉
日
本

　
に
か
な
り
の
被
害
が
出
ま
し
た
が
、
砦
様
の
お

　
宅
は
如
何
で
ご
ざ
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
お

　
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
五
月
一
日
刊
の
本
誌
に
て
、
季
節
は
ず
れ
の
ご

　
挨
拶
は
、
む
ろ
ん
ま
こ
と
に
恐
縮
の
い
た
り
で

　
す
。
次
号
四
号
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は
、
丸
山
幸
彦
・
長
山
泰

　
孝
・
丹
羽
甲
子
・
柴
山
英
一
・
松
原
広
志
諸
兄

姉
の
論
考
を
掲
載
し
、
す
で
に
校
正
を
進
め
て

　
お
り
ま
す
の
で
、
引
つ
づ
い
て
お
届
け
す
る
筈

　
で
す
。

◇
本
誌
の
刊
行
、
依
然
か
よ
う
に
乱
れ
て
い
る
に

　
か
か
わ
り
ま
せ
ず
六
月
の
ボ
ー
ナ
ス
に
て
多
数

　
の
方
か
ら
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費
の
お
払
込
を
い
た
だ
き
、
有
難

　
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
未
だ
多
額
滞
納

　
の
方
も
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て

　
刊
行
の
お
く
れ
を
「
き
よ
に
取
り
も
ど
す
予
定

　
で
す
の
で
、
皆
様
の
会
費
残
高
も
一
き
よ
に
減

　
少
す
る
筈
で
す
。
よ
ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い

　
い
た
し
ま
す
。
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